
横
浜
ゴ
ム
新
入
幹
部
研
修 

 
四
月
五
日
、
横
浜
ゴ
ム
新
城
工
場
新
入

社
員
十
五
名
、
本
社
工
場
な
ど
か
ら
大
卒

七
名
の
研
修
生
を
含
め
総
勢
三
十
五
名

が
「
日
本
の
棚
田
百
選
」
四
谷
の
千
枚
田

で
研
修
を
受
け
た
。 

 
九
時
到
着
、
研
修
開
催
に
あ
た
り
市
鳳

来
総
合
支
所
地
域
整
備
課
安
形
課
長
か

ら
の
歓
迎
の
あ
い
さ
つ
を
皮
切
り
に
保

存
会
の
メ
ン
バ
ー
は
会
場
設
営
に
、
お
っ

母
さ
ん
達
は
昼
食
準
備
に
係
わ
っ
た
。 

 
講
師
の(

舜)

は
、
高
低
差
二
百
㍍
に
広

が
る
棚
田
の
厳
し
い
耕
作
条
件
を
貫
く

百
姓
の
苦
労
、
そ
の
変
遷
を
話
し
た
。
ま

た
、
十
王
堂
で
は
文
化
継
承
が
棚
田
保
全

に
繋
が
る
等
々
を
説
い
た
。
ま
た
、
横
浜

ゴ
ム
が
千
枚

田
で
取
り
組

む
河
川
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
調

査
や
二
か
所

に
造
成
さ
れ

た
ビ
オ
ト
ー
プ
の
実
践
を
長
谷
川
班
長

か
ら
説
明
を
受
け
た
。(

舜)

は
ビ
オ
ト
ー

プ
は
「
生
き
も
の
の
空
間
」
で
あ
り
、
千

枚
田
は
「
癒
し
の
空
間
」
で
あ
る
と
補
足

し
た
。 

 
十
一
時
、
ふ
れ
あ
い
広
場
の
環
境
整
備

を
実
施
。
こ
の
作
業
は
四
月
二
十
四
日
、

第
二
回
奥
三
河
パ
ワ
ー
ト
レ
イ
ル
の
エ

イ
ド
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
指
定
さ
れ
て
お

り
、
参
加
選
手
に
心
地
よ
い
雰
囲
気
を
醸

し
出
せ
れ
ば
と
の
思
い
か
ら
環
境
整
備

を
お
願
い
し
た
次
第
で
あ
る
。 

 
昼
食
は
千
枚
田
の
コ
メ
を
た
ら
ふ
く

食
べ
た
小
憎
ら
し
い
ブ
ラ
ン
ド
肉
？
の

シ
シ
汁
と
湧
水
・
天
日
干
し
の
贅
沢
品

「
み
ね
あ
さ
ひ
」
の
味
飯
を
振
る
舞
っ
た

と
こ
ろ
お
変
わ
り
続
出
で
ス
タ
ッ
フ
も
、

も
て
な
し
が
い
が
あ
っ
た
。 

 
交
流
会
は
松
下
事
務
局
の
軽
快
な
テ

ン
ポ
で
進
行
。
冒
頭
に
県
新
城
設
楽
農
水

事
務
所
鈴
木
建
設
課
長
か
ら
「
ふ
る
さ
と

水
と
土
ふ
れ
あ
い
事
業
」
に
於
け
る
施
設

整
備
や
愛
知
県
第
一
号
の
小
水
力
発
電

装
置
の
設
置
。
ま
た
、
環
境
整
備
、
各
種

活
動
に
お
け
る
支
援
の
実
施
等
々
の
挨

拶
に
続
き
、
全
社
員
が
出
身
地
、
将
来
展

望
な
ど
の
自
己
紹
介
が
あ
っ
た
。
入
社
一

週
間
に
も
満
た
な
い
新
人
が
「
一
日
も
早

く
工
場
長
を
目
指
す
」
に
は
他
の
幹
部
社

員
も
「
お
ち
お
ち
」
し
て
い
ら
れ
な
い
心

境
を
与
え
た
よ
う
だ
。 

 
中
国
の
工
場
か
ら
新
城
工
場
へ
赴
任

さ
れ
た
永
尾
工
場
長
は
「
企
業
が
環
境
に

配
慮
す
る
の
は
当
然
の
使
命
で
あ
る
。
」

と
新
入
幹
部
社
員
に
切
々
と
説
い
た
。
こ

の
説
に(

舜)

は
好
感
の
持
て
る
工
場
長
さ

ん
と
認
識
し
た
。
恒
例
の
交
流
会
は
横
浜

ゴ
ム
、
行
政
、
保
存
会
に
も
有
意
義
な
場

で
あ
っ
た
こ
と
は
嬉
し
い
限
り
で
あ
る
。 

 
研
修
会
場
の
「
ふ
れ
あ
い
広
場
」
を
全

員
で
片
づ
け
、
社
員
は
千
枚
田
入
口
ま
で

一
気
に
下
っ
た
。
若
い
も
の
に
負
け
じ
と

老
骨(

七
十
五
歳
超)

に
鞭
打
ち
先
導
し
た

が
爽
や
か
で
あ
っ
た
。 

 
研
修
終
了
に
あ
た
り
、
千
枚
田
に
何
か

と
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
藤
沢
さ
ん
か

ら
社
員
の
心
得
、
ま
た
、
保
存
会
へ
の
お

礼
の
挨
拶
が
あ
っ
た
。
藤
沢
さ
ん
は
十
八

歳
か
ら
四
十
九
年
間
、
横
浜
ゴ
ム
一
筋
、

叩
き
上
げ
か
ら
各
役
職
を
経
て
き
た
自

ら
の
経
験
、
体
験
談
と
し
て
「
決
し
て
甘

く
、
穏
や
か
で
は
な
か
っ
た
、
我
慢
と
努

力
が
報
わ
れ
る
。」
と
説
い
た
。 

 
研
修
最
後
に
初
代
保
存
会
長
高
橋
庄

一
が
保
存
会
員
か
ら
帽
子
を
取
る
な
と

ヤ
ジ
が
飛
ん
だ
に
も
関
わ
ら
ず
、
つ
る
つ

る
テ
ッ
カ
ン
の
坊
主
頭
丸
出
し
で
「
わ
し

も
八
十
二
歳
に
な
る
が
、
千
枚
田
が
元
気

に
し
て
く
れ
る
、
皆
ん
な
も
頑
張
り
ン
」

と
笑
い
を
誘
っ
た
挨
拶
で
〆
た
。 

四
谷
の 

 

千
枚
田
だ
よ
り 
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最
後
の
卒
業
式 

 
三
月
十
八
日
、
連
谷
小
学
校
最
後
の
卒

業
式
が
市
教
育
委
員
会
、
地
域
の
各
種
役

員
な
ど
多
く
の
来
賓
を
迎
え
盛
大
に
挙

行
さ
れ
た
。 

 
最
後
の
卒
業
生
と
な
る
土
方
陽
平
君

は
御
世
話
に
な
っ
た
先
生
や
地
域
の
皆

さ
ん
、
二
名
の
在
校
生
な
ど
総
勢
四
十
五

名
の
見
守
る
な
か
、
二
年
生
で
こ
の
学
校

へ
転
入
、
優
し
く
尽
く
し
て
い
た
だ
い
た

地
域
の
方
々
や
先
生
、
そ
し
て
先
輩
、
後

輩
、
千
枚
田
の
こ
と
な
ど
、
僕
は
一
生
忘

れ
な
い
と
感
涙
に
む
せ
び
な
が
ら
も
感

謝
の
言
葉
を
し
っ
か
り
と
述
べ
た
。
土
方

君
の
感
情
に
こ
も
っ
た
一
言
ひ
と
こ
と

に
来
賓
も
先
生
方
も
目
頭
を
熱
く
さ
せ

ら
れ
た
。
門
送
り
に
は
地
域
の
何
処
か
し

こ
か
ら
集
ま
っ
た
総
勢
六
十
余
名
も
の

賑
や
か
な
見
送
り
と
な
り
、
母
校
へ
の
感

謝
を
胸
に
未
来
へ
と
確
か
な
第
一
歩
を

踏
み
出
し
た
。 

連
谷
小
お
別
れ
会 

 
三
月
二
十
六
日
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
閉
校
記
念

事
業
実
行
委
員
会
を
先
達
に
「
連
谷
小
学

校
お
別
れ
会
」
の
開
催
を
地
域
に
呼
び
か

け
た
と
こ
ろ
先
生
八
名
を
含
め
総
勢
百

十
三
名
も
の
方
々
が
参
集
し
た
。 

 
こ
の
お
別
れ
会
に
お
い
て
役
員
総
意

で
総
括
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
を
任
さ
れ
る
羽

目
に
相
成
っ
た
。 

 
開
会
か
ら
閉
会
ま
で
連
谷
地
区
の
古

今
、
学
校
や
地
区
の
行
事
、
出
来
事
な
ど

時
系
列
に
纏
め
プ
レ
ゼ
ン
し
た
。
八
人
の

先
生
は
「
棚
田
に
行
こ
う
」
の
軽
快
な
歌

声
と
参
加
者
の
手
拍
子
の
な
か
在
校
生
、

卒
業
生
の
エ
ス
コ
ー
ト
に
よ
り
入
場
。
中

村
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
、
夏
目
委
員
長
挨
拶
、
花

束
贈
呈
、
諸
先
生
方
の
挨
拶
、
在
校
生
、

卒
業
生
の
マ
ー
チ
ン
グ
等
々
で
会
場
を

盛
り
上
げ
た
。 

 
懇
親
会
は
九
テ
ー
ブ
ル
に
吉
良
屋
さ

ん
出
血
大
サ
ー
ビ
ス
の
料
理
と
松
井
屋

さ
ん
推
薦
の
滅
多
や
た
ら
に
飲
め
な
い

極
上
酒
が
並
ん
だ
。 

 
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
校
長
先
生

お
得
意
の
ギ
タ
ー
演
奏
に
合
わ
せ
先
生

方
全
員
の
合
唱
、
ま
た
、
参
加
者
全
員
の

「
ふ
る
さ
と
」
の
合
唱
に
は
忍
び
な
い
寂

し
さ
を
誰
し
も
過
っ
た
。
若
い
衆
が
最
後

の
お
別
れ
と
企
ん
だ
マ
ー
チ
ン
グ
演
奏

や
合
唱
に
は
ス
テ
ー
ジ
満
杯
に
な
る
粋

な
サ
プ
ラ
イ
ズ(

感
動
演
出)

で
あ
っ
た
。 

 
閉
会
に
は
「
蛍
の
光
」
の
歌
詞
と
時
代

の
変
遷
を
組
み
合
わ
せ
た
パ
ワ
ー
ポ
イ

ン
ト
に
は
百
四
十
四
年
、
最
後
を
偲
ぶ
涙

涙
の
熱
唱
で
あ
っ
た
。 

 
先
生
方
の
退
場
は
参
加
者
全
員
の
拍

手
と
ア
ー
チ
に
感
極
ま
り
大
泣
き
す
る

「
泣
き
虫
先
生
」
を
万
感
の
思
い
で
お
見

送
り
し
た
。 

第
二
回
パ
ワ
ー
ト
レ
イ
ル 

  
              

四
月
二
十
四
日(

日)

、
茶
臼
山
を
出
走
、

湯
谷
温
泉
を
ゴ
ー
ル
に
七
十
㎞
を
走
破

す
る
。 

 
こ
の
大
会
に
備
え
、
横
浜
ゴ
ム
新
城
工

場
新
入
、
幹
部
研
修
の
場
で
、
選
手
走
路

の
市
道
、
県
道
の
環
境
整
備
を
お
願
い
し

た
と
こ
ろ
、
「
是
非
、
環
境
貢
献
活
動
の

一
環
と
し
て
協
力
さ
せ
て
頂
く
。
」
と
快

い
返
事
を
い
た
だ
き
、
大
会
ま
で
に
エ
イ

ド
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
「
ふ
れ
あ
い
広
場
」

か
ら
「
仏
坂
」
ま
で
の
間
、
責
任
を
持
っ

て
実
施
し
て
頂
く
こ
と
と
な
っ
た
。 

豊
鉄
バ
ス
運
行 

 
鳳
来
北
西
部
四
小
学
校
統
合
に
よ
り
、

ス
ク
ー
ル
バ
ス
通
学
と
な
る
た
め
、
豊
橋

鉄
道
バ
ス
「
四
谷
千
枚
田
口
〜
本
長
篠
駅

前(

一
部
の
便
は
新
城
市
民
病
院
ま
で
延

長)

」
が
四
月
一
日
か
ら
運
行
さ
れ
た
。 
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平
成
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十
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エイドステーションとなる四谷の千枚田
では保存会が母体となり、地域ぐるみで
棚田米の「おにぎり」や「しし汁」を振
る舞い、応援する 
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